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なお続く新型コロナ対策
への補正予算可決

こんなことが決まりました
令和2年 第4回 定例会（11月30日〜12月15日）

	 市長提出議案	 20件

令
和
3
年
4
月
1
日
に
、
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

へ
の
専
門
的
な
発
達
支
援
の
提
供
や
そ
の
保
護
者
へ
の

相
談
支
援
に
合
わ
せ
、
早
期
対
応
・
早
期
支
援
を
行
う

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

場
所児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
：
旧
南
部
保
育
園

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館
：
旧
北
部
保
育
園

議
案
第
98
号
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
ま
す

令和2年第4回定例会を11月30日から12月15日まで開催しました。
一般会計補正予算を含む市長提出議案20件を、いずれも原案のとおり決定・可決
しました。

▷関連4・5ページ

児童発達支援センター
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年
末
年
始
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
と
仕
事
を
一
人
で
担
う
低

所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
を
再
度
支
援
す
る
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

議
案
第
1
1
4
号
令
和
2
年
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

議
案
第
1
0
7
号
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

を
再
支
給
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た

一
部
の
店
舗
（
※
）
で
、
市
指
定

家
庭
用
ご
み
袋
が
買
い
物
の
際
に

１
枚
単
位
で
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
令
和
3
年
2
月
1
日
か

ら
、
買
い
物
の
際
の
有
料
レ
ジ
袋
の
代
わ
り
に
市
指
定

家
庭
用
ご
み
袋
が
1
枚
単
位
（
45
ℓ
用
は
2
枚
単
位
）

で
購
入
で
き
、
そ
の
ま
ま
家
庭
で
の
ゴ
ミ
出
し
袋
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
1
枚
単
位
な
ど
で
の
購
入
は
協
力
店
舗
の
み
で
可
能
。

田
原
市
議
会
議
長　

大
竹
正
章

新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
市
民
生

活
は
も
と
よ
り
、
観
光
、
飲
食
業
や

農
業
分
野
な
ど
経
済
面
に
お
い
て
本

市
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
市
長
に
対
し
生
活
支
援
や
経

済
支
援
な
ど
の
提
言
を
行
う
と
と
も

に
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
執
行
部
と
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
事
態
に
対
処
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
田
原
市
議
会
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
、
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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議
案 

№
97

こ
ど
も
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

問 

施
行
期
日
が
令
和
3
年
1
月
4
日
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答 

障
害
児
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
受
給
者
証
が
必
要
で
あ
り
、
取

得
手
続
き
に
約
1
カ
月
か
か
る
。
そ
の

取
得
に
必
要
な
利
用
計
画
作
成
支
援
を

行
い
、
4
月
か
ら
の
円
滑
な
利
用
開
始

を
図
る
た
め
、1
月
に
設
置
す
る
も
の
。

問 

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
こ
ど
も

発
達
相
談
室
」
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

「
こ
ど
も
発
達
相
談
室
」
は
「
こ
ど
も

相
談
支
援
事
業
所
」が
機
能
を
引
継
ぐ
。

議
案 

№
98

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

問 

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
そ
の

分
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
方
法
は
。

答 

セ
ン
タ
ー
は
児
童
発
達
支
援
事
業
や
相

談
支
援
事
業
の
専
門
的
な
療
育
を
、
分

館
は
今
ま
で
ど
お
り
発
達
支
援
教
室
を

開
催
し
て
い
く
予
定
。

問 

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
行
う

専
門
的
な
療
育
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答 

新
た
な
療
育
と
し
て
は
、言
語
聴
覚
士
、

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
利

用
者
に
応
じ
た
個
別
訓
練
を
予
定
し
て

い
る
。

議
案 
№
1
0
7

廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

問 

市
指
定
家
庭
用
ご
み
袋
を
1
枚
単
位
で

販
売
で
き
る
よ
う
に
し
た
経
緯
は
。

答 

レ
ジ
袋
の
有
料
化
以
降
、
一
部
店
舗
や

市
民
か
ら
レ
ジ
袋
の
代
わ
り
と
し
て
市

指
定
家
庭
用
ご
み
袋
を
1
枚
単
位
で
販

売
で
き
な
い
か
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

ご
み
処
理
対
策
推
進
協
議
会
か
ら
も
ご

み
の
減
量
の
た
め
に
も
実
施
す
べ
き
と

意
見
が
あ
っ
た
た
め
。

問 

施
行
日
を
2
月
1
日
と
し
た
理
由
は
。

答 

す
ぐ
に
ご
み
の
減
量
、
レ
ジ
袋
の
削
減

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
実
施
す
る
た
め
。

（
以
上
12
／
8
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
1
0
8

太
平
洋
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
観
光
便
益
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問 

利
用
料
金
制
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

答 

指
定
管
理
者
の
収
入
増
加
に
つ
な
が

り
、
コ
ス
ト
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

促
し
、
施
設
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
市
や
指
定
管
理
者
の
事
務

な
ど
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

問 

利
用
料
金
制
に
す
る
こ
と
で
、
シ
ャ

ワ
ー
室
の
収
入
は
全
て
指
定
管
理
者
の

収
益
と
し
て
上
乗
せ
と
な
る
の
か
。

答 

指
定
管
理
者
の
収
入
と
な
る
が
、
市
が

負
担
し
て
き
た
光
熱
水
費
相
当
額
を
指

定
管
理
者
が
賄
う
こ
と
に
な
る
。

▪
令
和
2
年
第
4
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案

番
号

市
長
提
出
議
案

95
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
（
山
本
克
仁 

氏
）

96
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
（
小
笠
原
扶
久
美 

氏
）

97
こ
ど
も
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

98
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

99
津
波
避
難
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

100
公
平
委
員
会
の
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

101
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

102
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

103
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

104
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

105
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

106
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

107
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

108
太
平
洋
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
観
光
便
益
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
109
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

110
東
三
河
広
域
連
合
規
約
の
変
更

111
愛
知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

愛
知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更

112
伊
良
湖
岬
小
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約
の

変
更

令
和
2
年
度
補
正
予
算

113
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
7
号)

114
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

　
今
定
例
会
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。議案に対する

委員会・本会議での
議員の質疑・意見です

主な質疑
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議
案 

№
1
0
9

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

問 
急
速
充
電
設
備
の
火
災
に
よ
り
発
生
す

る
有
毒
ガ
ス
や
漏
電
は
、
消
防
活
動
に

支
障
は
な
い
か
。

答 

ガ
ス
や
感
電
の
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
呼

吸
を
確
保
し
、感
電
対
策
を
行
う
た
め
、

活
動
に
支
障
は
な
い
。

問 

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答 

定
期
的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実

施
な
ど
、
運
用
面
の
維
持
管
理
体
制
を

継
続
す
る
こ
と
。

（
以
上
12
／
8
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
1
1
3

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業

問 

地
盤
改
良
工
事
と
場
内
整
備
工
事
が
追

加
さ
れ
た
理
由
は
。

答 

地
盤
改
良
工
事
は
、
地
盤
の
支
持
力
不

足
が
判
明
し
た
た
め
。
場
内
整
備
工
事

は
令
和
3
年
度
に
予
定
し
て
い
た
が
、

本
年
度
交
付
金
の
確
保
が
で
き
、
事
業

費
の
め
ど
が
つ
い
た
た
め
。

問 

今
回
の
繰
越
に
よ
り
工
事
期
間
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

答 

全
体
の
完
成
時
期
を
令
和
３
年
９
月
末

か
ら
令
和
３
年
12
月
末
ま
で
の
予
定
に

変
更
し
て
い
る
。

問 

工
事
追
加
で
工
期
が
延
び
る
こ
と
に
よ

り
、
し
尿
受
入
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

令
和
4
年
1
月
か
ら
受
け
入
れ
し
、
な

ら
し
運
転
開
始
予
定
。
本
稼
働
へ
の
移

行
は
令
和
4
年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時

期
を
目
指
し
て
い
る
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓
口
の
体

制
強
化
の
内
容
は
。

答 

市
民
課
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥

美
支
所
に
4
箇
所
あ
る
窓
口
を
7
箇
所

に
。
ま
た
、
土
曜
日
の
午
前
と
、
木
曜

日
と
金
曜
日
の
夜
間
に
加
え
、
火
曜
日

の
夜
間
に
も
窓
口
を
増
設
す
る
。

問 

取
得
促
進
の
た
め
の
対
策
方
法
は
。

答 

国
が
カ
ー
ド
未
取
得
者
に
交
付
申
請
書

を
送
付
す
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ド
に
対

す
る
不
安
を
解
消
し
、
取
得
の
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か

り
や
す
い
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

問 

事
業
費
増
額
の
理
由
は
。

答 

市
内
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
が
あ

り
、
本
年
度
か
ら
利
用
開
始
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ

の
影
響
は
あ
っ
た
か
。

答 

外
出
支
援
、
余
暇
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
控
え
は
あ
っ
た
が
、
自
宅
で
行
う
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
増
え
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
運
営
事
業

問 

改
修
さ
れ
る
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
は
、

ど
ん
な
体
制
で
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

シ
ス
テ
ム
を
共
同
調
達
し
て
い
る
関
係

市
町
村
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

問 

広
域
連
合
の
他
の
市
町
村
と
統
一
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

答 

共
同
調
達
と
い
う
こ
と
で
、
近
隣
市
町

村
と
同
じ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　
中
小

企
業
支
援
事
業

問 

本
事
業
の
減
額
の
内
容
は
。

答 

県
と
連
携
し
た
協
力
金
お
よ
び
市
独
自

の
協
力
金
の
執
行
残
で
あ
り
、
合
計
約

9
千
3
百
万
円
で
あ
る
。

問 

協
力
金
の
申
請
が
少
な
か
っ
た
わ
け
だ

が
、
今
回
の
協
力
金
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答 
約
68
％
の
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
休

業
協
力
期
間
中
に
は
感
染
の
報
告
も
な

く
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

消
防
団
活
動
事
業

問 

本
事
業
の
減
額
の
内
容
は
。

答 

一
部
活
動
の
中
止
と
、
出
初
式
の
規
模

縮
小
に
よ
る
費
用
弁
償
分
の
減
額
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
最
低
限
必
要
な
訓

練
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
き
た
の
か
。

答 

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら

新
入
団
員
教
育
訓
練
、
機
関
講
習
会
、

山
林
火
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
た
。

（
以
上
12
／
9
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
1
1
4

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

問 

市
独
自
の
給
付
金
の
支
給
を
決
め
た
理

由
は
。

答 

国
の
再
支
給
制
度
で
は
6
月
分
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
が
対
象
の
た
め
、
対
象

外
と
な
る
7
月
分
以
降
の
受
給
者
の
支

援
を
す
る
た
め
。

問 

再
支
給
の
対
象
者
で
、
6
月
以
降
に
死

亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り
状
況
が
変
化
し

た
方
は
。

答 

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
原
則
的
に
は
す

べ
て
の
方
が
支
給
対
象
と
な
る
。

問 

対
象
者
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

答 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
、
対

象
者
へ
郵
送
で
お
知
ら
せ
す
る
。

（
12
／
15
予
算
決
算
委
員
会
）
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動画へ
GO

問 	 行政手続における押印廃止について、廃止が可能
な手続きはどの程度あったか。

答  現時点で、市民などから押印を求めているものに
ついて、条例や規則などでは約500手続きのうち
約8割、要綱などでは約600手続きのうち約7割弱
が廃止可能であった。さらに廃止拡大を図りたい。

問 	 人工知能のAIやRPA（※1）の活用などによる行
政の効率化の取り組み状況は。

答  「あいちAI・ロボティクス連携共同研究会」に参
加し、市の業務に関する問い合わせに回答するAI
総合案内を令和2年11月から運用開始した。その
他に検診票データの自動入力など、6つの業務を
本年度試行予定。

問 	 入札関係や公共施設予約、図書貸出予約などの他
に、今後予定されているオンライン申請は。

答  マイナンバーカードを利用した、全国どこのコン
ビニエンスストアからでも住民票の写しなどが取
得できるコンビニ交付サービスを、令和3年1月
28日から開始予定。

行政手続き等のデジタル化の推進に
ついて

問 	 重層的支援体制整備事業（※2）として「断らな
い相談支援体制」、「参加支援」、「地域づくり支援」
を一体的に行うことが自治体の任意事業になって
いる。本市が実施に向けて取り組む考えは。

答  国の実施要領も踏まえ、包括的な支援体制の構築
に向けて取り組んでいきたい。

問 	 社会とのつながりを回復するための「参加支援」に
ついて、今後どう取り組んでいくのか、市の考えは。

答  生活困窮者に対する「就労準備支援事業」、障害
のある方への「職場体験事業」を実施しており、
こういった既存の取り組みを活用しつつ、他市町
村の事例なども参考に取り組んでいきたい。

複合的な課題解決を目指す包括的支援
体制の強化について

国の実施要領も踏まえ、包括的な支援体制の構築に向けて取り
組んでいきたい

重層的支援体制整備事業に取り組む考えは

公明党田原市議団
辻		史子

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。

※1 Robotic Process Automationの略語で、パソコンで
行っている事務作業を自動化できるソフトウェアロ
ボット技術のこと

※2 包括的な支援体制を構築するため、「相談支援」、「参加
支援」、「地域づくり」に向けた支援を整備するもの
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動画へ
GO

問 	 沿道花壇は訪れる人々に本市の魅力を発信する絶
好のチャンスであり、交流人口の増加にもつなが
ると考えるが、沿道景観整備の現状と課題は。

答  堀切ロードパークにはカナリーヤシとアジサイが、
宇津江ロードパークにはサザンカ植樹帯が、また、
市内約1200か所の花壇も花で彩っている。課題は、
花壇管理の担い手の高齢化などにより、管理花壇
数がやや減少傾向にあることが挙げられる。

問 	 奨励花壇を沿道に移し、景観を良くする考えは。
答  花壇の場所は花壇管理者が自主的に決めており、

その方の考えにより土地の所有権者などの了解が
あれば可能と考える。

問 	 アダプトプログラム（※）を活用して沿道に花を
植えている団体や個人の花壇も活用し、一部の区
間を重点地域にして直営化すればフラワーロード
ができると思うが、その考えは。

答  本市では担い手と連携した取り組みが大切と考え
ている。フラワーロードの設置は、協力を頂いて
いる方や地域と相談して検討していきたい。

田原を魅力的なまちにする取組に
ついて

問 	 渥美半島菜の花浪漫街道は、全国に144ルートあ
る日本風景街道の1つとして平成19年11月に登録
され、平成29年に日本風景街道自治体連絡会に加
入したが、その成果は。

答  令和4年2月に日本風景街道大学菜の花田原キャン
パスの開催が決定した。開催に向け、渥美半島菜
の花浪漫街道と合わせた周知を図っていきたい。

協力を頂いている方や地域と相談して検討したい

直営化によるフラワーロード設置の考えは

自由民主党田原市議団
長神		隆士

一般質問

Ｐ ６ 辻　　史子 行政手続等のデジタル化の推進について
複合的な課題解決をめざす包括的支援体制の強化について

Ｐ ７ 長神　隆士 田原を魅力的なまちにする取組について
Ｐ ８ 仲谷　政弘 認知症対策について
Ｐ ９ 平松　昭徳 ごみ対策の推進について
Ｐ ８ 小川　貴夫 田原市の下水道事業について
Ｐ 10 古川　美栄 第４次田原市行政改革大綱の推進について
Ｐ 11 内藤喜久枝 市民サービスの充実に向けた公共施設のあり方について
Ｐ 10 中神　靖典 コロナ禍における行財政運営について
Ｐ 12 岡本　重明 まちづくりについて

※ 道路など一定区画の公共の場所を市民が清掃美化を行
い、行政が支援すること
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動画へ
GO

動画へ
GO

田
原
市
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問	

下
水
道
事
業
の
施
設
お
よ
び
管か

ん

渠き
ょ

（
※
）
の
現
状
と
課
題
は
。

答 

本
市
の
下
水
道
事
業
に
は
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
3
事
業
あ
り
、
そ
れ
ら
の
関
連
施
設

と
、
総
延
長
6
2
8
㎞
の
管
渠
の
維
持
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
汚
水
に
関
し
て
は
未
整
備
地
区
に
お
け
る
適
正
処
理
施

設
の
選
択
、
雨
水
に
関
し
て
は
災
害
対
応
の
た
め
の
耐
震
化
対

策
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

問	

今
後
の
施
設
の
整
備
予
定
は
。

答 

農
業
集
落
排
水
施
設
の
機
能
強
化
は
令
和
4
年
度
か
ら
、
田
原

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
津
波
対
策
お
よ
び
田
原
中
継
ポ
ン
プ
場
の
耐

震
化
工
事
は
令
和
5
年
度
か
ら
工
事
を
予
定
。

問	

下
水
道
整
備
計
画
で
伊
良
湖
処
理
区
お
よ
び
亀
山
・
西
山
処
理

区
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
実
施
予
定
は
。

答 

現
在
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
必
要
な
場
合
は
計
画
の

変
更
を
含
め
、
対
応
し
て
い
く
。

問 	 認知症が疑われる場合、相談先の周知や支援の状
況は。

答  認知症に限らず高齢者を様々な面から支援する
「高齢者支援センター」に相談していただくよう、
広報たはらや健幸カレンダーなどで周知してい
る。認知症が疑われる場合は認知症初期集中支援
チームと連携し、本人やその家族を支援している。

問 	 認知症の方の些細なことから大きな事故などのト
ラブルに対し、相談できる窓口はあるか。

答  些細なことは市役所や高齢者支援センターでも対応
できることもあるが、損害賠償を伴う事件、事故に
関しては、田原市社会福祉協議会の「心配ごと相談」
などで弁護士に相談することが適切と考える。

問 	 認知症予防にはバランスの良い食事やよく噛んで
食べることが重要と言われているが、食生活に関
する啓発方法は。

答  栄養バイキング講座や栄養生活講座などの開催や
介護予防教室に保健師などが出向き、健康教育や
健康相談を実施している。

認知症対策について
問 	 残存歯数が多かったり、十分な口腔ケアを行うこ
とが認知機能の低下予防につながることが分かり
つつあるが、本市の口の健康に関する取り組み状
況は。

答  口腔機能向上教室や市政ほーもん講座で口腔機能
の維持・向上などの啓発を行っている。

問 	 本市における行方不明者の捜索の流れは。
答  家族などが警察署へ行方不明者届を提出し、行方

不明情報の提供を希望された場合に限り、防災行
政無線、安心安全ほっとメールにて情報が発信さ
れ、地域の方々へ捜索協力の要請を行う場合は、
地域コミュニティ協議会長を通じて自治会や消防
団などの協力者が捜索を行う。

問 	 スマートフォンのＧＰＳによる見守り機能などを
使った本市の取り組み状況は。

答  携帯電話やスマートフォン以外のＧＰＳなどを用
いた機器の購入の初期費用に対する助成を平成21
年度から実施しており、現在は東三河広域連合の
8市町村共通の事業として実施している。

認知症初期集中支援チームと連携し、本人やその家族を支援
している

高齢者の認知症が疑われる場合の支援の
状況は

自由民主党田原市議団
仲谷		政弘

将
来
の
設
備
な
ど
の
更
新
に
備
え
て
企
業
債
の

新
規
発
行
を
抑
え
、
計
画
的
に
償
還
し
て
い
く

公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の
債
務
合
計

約
１
０
２
億
円
の
今
後
の
対
応
は

自由クラブ
小川		貴夫
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動画へ
GO

新型コロナウイルスにおける外出自粛の影響もあり、目標達成
は難しい

家庭系ごみ排出量の目標達成の見込みは

問 	 家庭系ごみ有料化の導入時、令和2年度の目標で
は1人1日当たりの家庭系ごみ排出量が430ｇと
なっていたが、目標達成の見込みは。

答  新型コロナウイルスにおける外出自粛の影響もあ
り目標達成は難しいと考えている。

問 	 令和2年度に目標未達成の場合には令和5年度に向
けて手数料を2倍にすることを検討するというこ
とだったが、実施する予定は。

答  ごみ量が減少していることや新型コロナウイルス
の影響があったことなどを踏まえ、来年度、田原
市ごみ処理基本計画の見直しとともに検討してい
く。

問 	 本市には10月末現在で1519人の外国人が住んで
いることから、ごみ分別促進アプリ「さんあーる」
の多言語対応を進めるべきでは。

答  ニーズを踏まえて検討していく。

ごみ対策の推進について
問 	 リユース推進のため、資源化センター内に、廃棄
された家具等を生き返らせる工房を設置する考え
は。

答  修繕する技術、それに伴う人件費や保管場所が新
たに必要になることから、実施する予定はない。

問 	 粗大ごみなどの運搬に使用する軽トラックの貸し
出しを、市民サービスの観点から各資源化セン
ターに配置することはできないか。

答  需要や距離、費用等を勘案しながら検討していく。

問	

今
後
、
伊
良
湖
処
理
区
お
よ
び
亀
山
・
西
山
処
理
区
の
整
備
に

対
し
て
地
元
に
説
明
・
調
整
・
同
意
を
求
め
る
予
定
は
。

答 

具
体
的
な
予
定
は
な
い
が
、
計
画
変
更
と
な
る
場
合
に
は
説
明

す
る
。

問	

下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
と
し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

答 

施
設
の
統
廃
合
を
推
進
し
、
料
金
改
定
な
ど
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問	

令
和
元
年
度
末
の
公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水
事
業
の

債
務
合
計
が
約
1
0
2
億
円
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答 

将
来
の
施
設
や
設
備
の
更
新
投
資
に
備
え
て
企
業
債
の
新
規
発

行
を
抑
え
、
計
画
的
に
償
還
し
て
い
く
。

市民クラブ
平松		昭徳

※ 

汚
水
な
ど
を
集
め
て
下
水
処
理
場
な
ど
へ
運
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

造
ら
れ
る
水
路
の
こ
と
。
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GO

動画へ
GO

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問	

コ
ロ
ナ
禍
が
本
市
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

答 

歳
入
面
で
は
、
感
染
拡
大
に
伴
う
景
気
低
迷
の
影
響
は
、
本
市

臨
海
部
の
製
造
業
、
観
光
や
飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
農

水
産
業
に
も
広
く
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
税
な
ど
の
大
幅

な
減
収
は
避
け
ら
れ
な
い
。
歳
出
面
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
の
感
染
症
対
策
や
様
々
な
分
野
で
の
新
し
い
生
活
様
式

に
対
応
し
た
変
革
の
推
進
の
ほ
か
、
行
政
や
小
中
学
校
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
環
境
の
整
備
な
ど
、
新
し
い
財
政
需
要
と
し
て

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問	

財
政
調
整
基
金
（
※
1
）
を
始
め
と
す
る
基
金
の
残
高
と
赤
字

地
方
債
発
行
の
考
え
方
は
。

答 

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
令
和
3
年
度
末
で
は
46
億
円
程
度
、

令
和
4
年
度
以
降
は
40
億
円
弱
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
市

債
は
、
本
来
、
建
設
事
業
の
経
費
に
限
っ
て
資
金
調
達
が
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
令
和
3
年
度
は
国
の
財
政
支
援
制
度
と

し
て
、
特
例
的
な
地
方
債
で
あ
る
減
収
補
填
債
の
借
り
入
れ
が

可
能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
幅
な
減
収
と
な
る

法
人
市
民
税
収
入
な
ど
に
つ
い
て
、
国
が
定
め
る
ル
ー
ル
に
基

問 	 行政改革を確実に推進するための方法や体制は。
答  「挑戦と共創・未来につながる改革」を基本方針に、

市民、事業者、団体などと協力し、特に重要な項
目はアクションプランに位置付け、業務効率の向
上、財政の健全化、持続可能な行財政運営の実現
を視点に改革に取り組んでいる。推進体制は行政
改革推進部会など、部局を横断・連携し、外部委
員からも意見を聞き、進行管理を図っている。

問 	 期待される効果が得られない場合や社会情勢など
が著しく変化する場合の事業や計画の見直しは。

答  事業を進める中で、より効率的・合理的な方法が
あれば、評価を行ったうえで柔軟に対応する。ま
た、市政に大きな影響を及ぼす社会動向の変化な
どがあった場合には、大綱の見直しも検討する。

問 	 民間委託や民営化などの基本的な考え方は。
答  「民間でできるサービスは民間で」を基本に法の

範囲内において、行政サービスの質や量の維持や
拡充ができること、費用が低減されること、地域
が活性化されることなどに留意しながら進める。

第４次田原市行政改革大綱の推進に
ついて

問 	 社会福祉協議会や渥美半島観光ビューローなど外
郭団体の支援の取り組み状況と今後の進め方は。

答  外郭団体への支援は、自主性・自立性を高めるこ
とを目的に組織体制や人員、財源の確保に取り組
んできた。今後の進め方として社会福祉協議会に
ついては、経営基盤を強化し、より一層、地域福
祉に貢献できるよう、市として必要な支援を実施
する。渥美半島観光ビューローについては、役割
を明確化し、法人化の検討や人材の育成・確保な
どについて必要な支援を行う。

問 	 社会福祉協議会の課題として自主事業による財源
確保を挙げているが、その取り組みについてどう
考えているか。

答  社会福祉協議会では新たな自主財源確保に向けた
検討を始めており、市としても地域社会から期待
される社会福祉事業を展開できるよう、他市町村
の取り組み事例なども参考に、支援を行う。

市民、事業者、団体などと協力し、特に重要な改革項目はアク
ションプランに位置付け、改革に取り組んでいる

行政改革を確実に推進するための方法は

自由民主党田原市議団
古川		美栄

市
債
の
借
入
れ
、
各
種
基
金
の
活
用
に
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
必
要
な
投
資
的
経
費
の

規
模
を
確
保
し
て
い
き
た
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
投
資
的

経
費
の
考
え
方
は

自由民主党田原市議団
中神		靖典
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動画へ
GO

問 	 親子交流館は子育て世代包括支援センターとして
の役割を担っているが、今後の管理運営方法は。

答  相談に関する業務はプライバシーに係わる情報が
多くあり、医療機関などと連携した、迅速できめ
細やかな支援体制が大変重要になることから、現
時点では市が直営で運営を行っていく。

問 	 行政改革大綱アクションプランでは親子交流館の
運営管理に民間事業者の活用を検討するとしてい
るが、その状況は。

答  遊び場コーナーの管理、講座の開催など、民間と
共同で実施するメリット・デメリットを考え、市
民サービスの質の向上やコスト削減を踏まえ、魅
力がより高まる管理運営方法を検討している。

問 	 市民が、読む楽しみ、学ぶ喜び、望む知識や必要
な情報の入手ができる施設である図書館の今後の
考え方は。

答  市民の課題解決支援や電子資料の提供などの充
実、また、ふるさと教育の振興も重点的に取り組
んでいく。

市民サービスの充実に向けた公共施設
のあり方について

問 	 行政改革アクションプランの「赤羽根図書館の複
合化の検討」とは。

答  今後、他の施設との複合化により、施設間のネット
ワーク強化や市民の利便性向上など、複合化による
相乗効果を生み出すような検討をしていくこと。

問 	 赤羽根図書館の複合化を進めるに当たり、市民の
声を広く聞く機会はあるのか。

答  社会教育審議会や図書館協議会などにおいて、市
民や利用者の意見を聞き、検討していく。

施設間のネットワーク強化など、複合化による相乗効果を生み
出すような検討をしていくこと

行政改革アクションプランの「赤羽根図書館
の複合化の検討」とは

づ
き
算
定
し
た
額
を
、
特
例
的
に
借
り
入
れ
が
で
き
る
赤
字
地

方
債
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
制
度
を
有
効
活
用
し
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問	

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
厳
し
さ
が
増
す
で
あ
ろ
う
予
算
編
成
に
向

け
て
、
投
資
的
経
費
（
※
2
）
の
考
え
方
は
。

答 

投
資
的
経
費
は
、
地
域
の
活
性
化
、
災
害
対
応
な
ど
、
地
域
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

国
の
政
策
に
基
づ
い
て
国
・
県
の
補
助
制
度
が
有
効
活
用
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。
市
債
の
借

り
入
れ
、
財
政
調
整
基
金
を
始
め
と
す
る
各
種
基
金
の
活
用
に

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
必
要
な
投
資
的
経
費
の
規
模

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

自由民主党田原市議団
内藤		喜久枝

第4次 
田原市行政改革大綱

概要版【令和2年度～令和6年度】

挑戦と共創 未来につながる改革

※
１ 

大
規
模
災
害
の
発
生
や
大
幅
な
税
収
減
に
備
え
る
な
ど
、
年
度
間
の

財
政
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
に
積
み
立
て
る
基
金

※
２ 

道
路
、
公
園
、
学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
要
す
る
経
費

令和2年11月1日付で、「かがやき」から「自由民主党田原市
議団」に異動しました。
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動画へ
GO

問 	 田原市総合計画第15期実施計画において、公共交
通の重要性をどう捉えているのか、公共交通問題
を経済発展政策に絡めて伺う。

答  公共交通の確保・維持は都市基盤の一部として必
要不可欠であり、本市のまちづくりを推進する上
でも、大変重要な施策と認識している。

問 	 地方に人が住みにくくなる原因の一つに脆
ぜい

弱
じゃく

な公
共交通網があると考えるが、執行部の見解を伺う。

答  公共交通網が脆弱であることは、住みやすさに影
響する要因の一つであると認識している。

問 	 利用者負担と補助金や助成金などの財源で、地域
発展を担う公共交通が、今後、充実・発展できる
見通しを伺う。

答  運賃収入が減少している状況では、充実させる具
体的な手法についての考えは今はないが、より良
い公共交通にするよう検討する必要はあると考え
ている。

まちづくりについて
問 	 伊勢までつながる伊良湖岬には豊橋駅との直通便
がないが、この状況が交流人口、すなわち観光客
に与える影響をどのように考えているのか。

答  公共交通を利用しての観光という点では、新幹線
停車駅の近くなど、公共交通での移動が容易な観
光地と比較した場合、アクセスが良いとは言えな
い。観光利用も意識した公共交通の確保を検討し
ていく必要があると考えている。

問 	 新たな発想による地方公共交通事業形態の構築は
財源確保という問題が解決につながると考える。
この問題をどのように解決していくのか。

答  本市の路線バスの運行経費の財源としては、現在
は運賃収入と国、県、市の補助金などで構成され
ている。今後の財源確保については、課題と考え
ている。

市のまちづくりを推進する上でも、大変重要な施策と認識して
いる

公共交通の重要性について、公共交通問題を
経済発展政策に絡めてどう捉えているのか

みんなの党愛知
岡本		重明

www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で本会
議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下のQRコードかアドレスから
アクセス
②視聴したい定例会、日程、議員
を選択

利用方法

https://machiiro.town/lq/aichi_tahara

スマートフォンで議会だよりが読めます
無料アプリ「マチイロ」で「議会だより」をスマー

トフォンでご覧になれます。
簡単な設定を行えば、

議会だよりの発行に合わせ
て通知が届き、移動中など
ちょっとした空き時間にご
覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

①下のQRコードかアドレスからアクセス
②「マチイロ」をダウンロード
③個人設定→お住まいの地域を「田原市」に設定

利用
方法

※通信料は利用者の負担となります。
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11月6日
設楽町・田原市姉妹提携30周年
記念式典

12月18日
田原市感謝状贈呈式

山のまち設楽町と海のまち田原市が姉妹
提携30周年を迎え、設楽町で開催された
記念式典に出席しました。

多年にわたり地域に貢献されてきた大草の歴史と文
化を学ぶ会、若見洞川クリーン隊、いずみ見守り隊、
河合伸二さんへの感謝状の贈呈式に出席しました。

10月30日
文教厚生委員会市内視察

11月12日
豊橋・湖西・田原市議会議長協議
会要望活動

伊良湖岬小学校、赤羽根浄化センター、田
原斎場の建設現場や4月に開設された豊橋
特別支援学校潮風教室などを視察しました。

浜松三ケ日・豊橋道路早期実現などを国
土交通省、財務省に要望しました。

10月28日
新型コロナウイルス対策検討特別
委員会勉強会

11月10日
総務産業委員会研修会

新型コロナウイルス感染症関連支援策の
現状把握や市役所内の衛生用品の備蓄状
況を確認しました。

田原市自転車ネットワーク計画や道路・
河川の維持管理についての研修を行いま
した。

議員とたはらトーク

　10、11月に3団体との意見交換を行い、忌
き

憚
たん

の
ないご意見をいただきました。

※　3団体との意見交換は、当初、令和2年3月までに開
催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により延期されたものです。

　　再度の感染拡大により、現在は再び休止しておりま
すが、再開の折には議会だよりおよび市議会ホーム
ページにてお知らせいたします。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

10月29日　田原建設業協会

11月13日　田原土木協会

11月5日　田原市商工会
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有料広告募集
　田原市議会では、地域経済の活性化を目的として
「田原市議会だより」に掲載する有料広告を募集します。
▪掲載ページ 最終ページ下段（16ページをご覧ください）
▪募集枠数 2枠（枠サイズ:縦55mm×横85mm）
▪掲載号 令和3年4月15日号~令和4年1月15日号（全4回）
▪掲載料 年41,880円（10,470円/回）
▪参考情報 A4版カラー刷り　年4回発行（1回約2万部発行）
 市内の全世帯等に配布、市役所・公共施設で配布

▪問合せ先 田原市議会事務局　TEL:0531-23-3533　E-mail:gikai@city.tahara.aichi.jp

　視覚に障害をお持ちの方のため、長年にわたり「議
会だより」や「広報たはら」を朗読し、録音して情
報を届ける「声の広報」ボランティアとして活躍さ
れている鈴木千賀子さん（神戸町）に、鉄道弘済会、
日本盲人福祉委員会から「朗読録音奉仕奨励賞」が
贈られ、11月12日に市役所で贈呈式が行われました。
辻史子広報広聴委員長が同席し、鈴木さんにお祝い
と活動に対するお礼をお伝えしました。

「声の広報」として35年　朗読録音奉仕奨励賞を受賞

「声の広報」をやってみませんか
　「声の広報」ボランティアは昭和60年から活動
を始め、現在は8名で活動しています。一緒に作っ
てくれる仲間も募集中ですので、興味のある方
はぜひご連絡ください。
　広報秘書課　☎22-0138

▪募集期間	 令和3年2月26日（金）まで（直接持参の場合は執務時間内・郵送の場合は締切日必着）
▪応募方法	 議会事務局、議会ホームページにある「議会だより広告掲載申込書」に必要事項を記入

の上、必要書類を添えて提出してください。
▪選考方法	 広報広聴委員会で審査し、応募者多数の場合は議会だより広告掲載要領第8条の規定に

基づき決定します。
▪その他	 ・	「田原市広告取扱要綱」「田原市広告掲載基準」「議会だより広告掲載要領」

「議会だより広告募集要項」をよく読み、規定を遵守してください。
	 ・	申込書や議会だより広告掲載要領などは、ＱＲコードにてホームページ

へアクセスし、確認してください。

ま
ちかど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

発行/愛知県田原市議会　編集/	広報広聴委員会　〒441-3492	愛知県田原市田原町南番場30-1　☎	0531-23-3533　FAX	0531-22-5952

	http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/	　　　　 	gikai@city.tahara.aichi.jp

田原市議会だより 第77号（2020年11月）

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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Vol.27
田
原
東
部
小
学
校
の
皆
さ
ん

｜
｜

農
園
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
。

　
学
校
に
は
地
域
の
方
か
ら
提
供
さ
れ
た
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
ま

す
。
田
ん
ぼ
の
横
に
『
農
場
記
念
碑
』
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、「
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
頃
、
学
区
民
の
有
志
の
力

に
よ
っ
て
農
場
が
完
成
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。「
全
国
最
初
の

給
食
室
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
達
の
耕た

が
やす
汗
に
よ
っ
て
給
食
が
開

始
さ
れ
た
」
と
も

あ
り
、
歴
史
の
あ

る
農
園
だ
と
わ
か

り
ま
す
。
現
在
も

食
育
の
観
点
か

ら
、
多
く
の
学
年

が
田
畑
を
活
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

｜
｜

ど
ん
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
の
か
。

　
稲
作
は
五
年
生
が
行
い
、
今
年
は
１
６
８
キ
ロ
も
の
お
米
が
と

れ
ま
し
た
。学
校
の
調
理
実
習
で
ご
飯
を
炊
い
て
味
わ
う
ほ
か
に
、

こ
こ
何
年
か
は
市
民
館
ま
つ
り
で
お
米
の
栄
養
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま

と
め
、
そ
の
内
容
を
伝
え
た
り
し
な
が
ら
校
区
の
方
に
配
付
す
る

な
ど
の
学
習
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
畑
は
、
以
前
は
全
校
で
サ

ツ
マ
イ
モ
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
学
年
ご
と
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
枝
豆
、
落
花
生
な
ど
も
植
え
て
い
ま
す
。
野
菜
も
学
校

で
味
わ
う
ほ
か
、家
庭
に
持
ち
帰
り
、家
族
の
話
題
に
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
ど
れ
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
お
米
の
先
生
」「
畑
の
先
生
」
と

呼
ぶ
地
域
の
協
力
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
よ
く
お
世
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
の
楽
し
み
を
体
験
す
る
、
自
分
た
ち
で
料

理
し
て
味
わ
う
な
ど
の
活
動
が
で
き
る
の
も
、
協
力
者
の
方
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
授
業
に
入
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
感
謝
の
会
で
、
子
ど
も
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
や
五

平
餅
を
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
な
ど
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

｜
｜

今
後
の
活
動
は
。

　
二
年
前
、「
つ
な
が
る
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
栄
養
教
諭
を
中

心
と
し
た
研
究
の
成
果
を
県
で
発
表
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
計
画
も
現
在
準
備
中
で
す
。
元
気
な
田
原
東

部
小
学
校
区
を
目
指
し
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
つ
な
が
る
手
段

と
し
て
、こ
の
田
畑
を
有
効
に
活
用
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
：
村
上
　
誠
）
令
和
２
年
9
月
取
材

広告枠 広告枠
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　皆さんに議会・議員の活動を知っていただくために、市内図書館で「写真でみる田原市議会」を開催
しています。「議会の活動」を記録した写真や、各議員の「市内で好きな場所」や「おすすめの本」な
どを記載した「議員プロフィールカード」を
展示しています。また、実際におすすめの本
を手に取って見ることもできます。ぜひ図書
館へお越しください。

開催期間
⃝渥美図書館
　1月16日（土）～2月11日（木）
⃝赤羽根図書館
　2月13日（土）～3月11日（木）
　※中央図書館での展示は1月7日（木）に終了しました。

田原市議会・議員の活動を紹介する
「写真でみる田原市議会」開催中です

　
2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
の
人
が
不
安
な
中
の
闘
い
の
日
々
。

今
も
な
お
、そ
の
闘
い
は
続
い
て
お
り
ま
す
。
反
面
、人
と
の
つ
な
が
り
、

希
望
や
励
ま
し
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
議
会
活
動
の
報
告
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
伺
う
「
議
員
と
た

は
ら
ト
ー
ク
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
開
催
を
休
止
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
態
で
す
。

　
新
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
を
願
い
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

声
を
生
か
し
、
結
果
を
出
す
議
会
へ
と
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
広
報
広
聴
委

員
会
委
員
の
任
期
（
2
年
）
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
委
員
一
同
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
史
）

編集後記〈
広
報
広
聴
委
員
会
〉

委
員
長
辻　
　
史
子

副
委
員
長
廣
中　
清
介

委

員
長
神　
隆
士

平
松　
昭
徳

中
神　
靖
典

村
上　
　
誠

鈴
木　
和
基

内
藤　
　
浩
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「
泉
の
心 

薫
る
学
校
」

泉
中
学
校
の
皆
さ
ん

Vol.28

｜
｜

令
和
3
年
4
月
の
統
合
に
向
け
て
行
っ
て
き
た
、
赤
羽
根
中

学
校
と
の
交
流
活
動
を
通
し
て
得
た
も
の
は
。

　

単
独
校
で
の
活
動
よ
り
競
争
意

識
が
高
ま
り
、
ク
ラ
ス
で
協
力
し
て

目
標
に
向
か
っ
て
互
い
を
磨
き
合
う

中
で
、
絆
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
合
同
の
活
動
は
両
校
の
交
流

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
た
く
ま
し

い
心
と
体
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
交
流
授
業
を
通
し
て
互
い

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
が
和
ら

ぎ
、
来
年
度
の
統
合
を
楽
し
み
に
感

じ
て
い
ま
す
。

｜
｜

今
回
、
全
国
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
の
か
。　

　
平
成
30
年
度
に
愛
知
県
体
力
づ
く

り
優
良
校
を
、
令
和
元
年
度
に
愛
知

県
学
校
体
育
優
良
校
を
、
そ
し
て
今

回
、
全
国
学
校
体
育
研
究
優
良
校
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生
活
の
様
子
か
ら
特
に

体
力
向
上
と
心
身
の
健
康
が
重
点
課

題
と
捉
え
、
子
ど
も
た
ち
が
創
意
工

夫
し
た
活
動
を
取
り
入
れ
、
実
践
し

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

｜
｜

閉
校
に
向
け
て
の
想
い
は
。

　
今
年
は
「
泉
の
心 

薫
る
学
校
～
3
Ｃ
（
挑
戦
・
協
働
・
創
造
）

で
思
い
を
つ
な
ぐ
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
閉
校
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
泉
な
ら
で

は
の
伝
統
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
を
大
切
に
す
る
心
と
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
環
境
で
自
分
ら
し
さ
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
力
を

伸
ば
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
昭
和
22
年
に
開
校
し
て
か
ら
74
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
卒
業
生

や
泉
校
区
を
見
守
り
続
け
た
学
び
舎
は
役
目
を
終
え
ま
す
。
関
係

の
皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
思
い
出
を
大
切

に
感
じ
ら
れ
る
閉
じ
方
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
泉
中
の
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
環
境
で
活
躍
し
、
未
来
へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て

欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
：
長
神
隆
士
）
令
和
２
年
12
月
取
材


